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薬学臨床実習

早期臨床体験

初期演習Ⅰ

基礎数学・物理 物理化学Ⅰ

分析化学Ⅰ

有機化学Ⅱ

物理化学Ⅱ

分析化学Ⅱ

有機化学Ⅲ

薬学放射化学

医薬品化学 発展有機化学

分子遺伝学

細胞生化学

生理・生化学

代謝生化学

微生物学

機能形態学

基礎化学

有機化学Ⅰ

薬学ゲートウェイ

基礎生物

薬学基礎演習A

薬学基礎演習B

薬学基礎演習C

薬学基礎演習D

薬学基礎演習E

薬学基礎演習F
薬学基礎演習G

薬学基礎実習A

薬学基礎実習B

薬学基礎実習C

薬学基礎実習D

薬学基礎実習E

薬学基礎実習F

初期演習Ⅰ

初期演習Ⅱ
（薬の世界へ）早期臨床体験

多職種連携概論

基礎英語 英語Ⅰ 発展英語Ⅰ

医薬品情報学

薬学臨床実習概論

臨床薬学
基本実習Ⅰ

臨床薬学
基本実習Ⅱ
臨床薬学
基本実習Ⅲ

発展英語Ⅰ 発展英語Ⅱ

実践衛生化学Ⅱ実践衛生化学Ⅰ

臨床実習入門講義
薬局管理学薬事関連法規

漢方治療学 化粧品学概論

セルフメディ
ケーション

薬物治療の
実際と実践

疾患からみた
薬理学

生体恒常性の
メカニズム

公衆衛生学Ⅱ公衆衛生学Ⅰ 栄養･食品衛生学 環境衛生学

総合演習Ⅱ

臨床実習後演習

生涯キャリア
デザイン

生涯キャリア
デザイン

薬剤師の
臨床判断Ⅱ薬剤師の

臨床判断Ⅰ

地域社会と
薬剤師

英語Ⅱ 英語Ⅲ

医療倫理学 生命倫理学

臨床薬学
基本実習Ⅰ

基本実習Ⅲ

臨床体験学習
早期臨床体験

情報リテラシー

情報リテラシー

Oral
Communication I

Oral
Communication II

薬学への招待

医療コミュニ
ケーション

卒業研究ⅠA 卒業研究ⅠB 卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅲ

生涯キャリア
デザイン

生命倫理学

臨床体験学習
多職種連携概論

薬用植物・生薬学 天然物化学

医療倫理学

初期演習Ⅱ
（薬の世界へ）

スペクトル構造
解析演習

薬物送達
システム学

総合型症例・
処方解析Ⅰ

総合型症例・
処方解析Ⅱ

医療現場での
リスクマネジメント

臨床薬理学C 臨床薬理学D

総合演習ⅠA 総合演習ⅠB

病態・薬物治療B

薬学臨床実習概論

臨床薬理学A

臨床薬理学B

基礎薬理学Ⅰ

基礎薬理学Ⅱ

病態・薬物治療A

医療薬学概論

病態・薬物治療C

薬物動態学Ⅱ

薬物代謝論

製剤学

薬物動態学Ⅰ

物理薬剤学

臨床統計学Ⅰ 臨床統計学Ⅱ

医薬品開発論

病態・薬物治療D

物理化学Ⅲ

分析化学Ⅲ

免疫学

発展英語Ⅱ

薬学英語演習

医薬品開発論

臨床薬学
基本実習Ⅱ
臨床薬学
基本実習Ⅲ

疾患からみた

A
薬剤師として求められる基本的な資質・能力

大学間連携科目

E
衛生薬学

G
薬学研究

C
基礎薬学

B
社会と薬学

F
臨床薬学

D
医療薬学

各大学のディプロマ･ポリシー（DP）

語学・基礎教育科目

プレプロフェッショナル教育

必修： 選択：

共
用
試
験

　進歩する医療や科学について、自己および他者
と共に研鑽しながら生涯にわたり学び続ける意欲
と態度を備えている。

　医療・福祉・公衆衛生における課題を見出し、解
決するための科学的な視点と失敗を恐れず挑戦す
る姿勢を備えている。

　患者・生活者の立場と置かれた状況を把握し、
医療人として利他的な態度で他者を尊重する姿勢
を備えている。

　多職種連携を構成する人々の役割を理解し、多
様な人と協働して、患者・生活者中心の医療・福
祉・公衆衛生を実践する行動力を備えている。

　患者・生活者、医療者と良好なコミュニケーショ
ンをとり、考えや発想が互いに共感できるような信
頼関係を築く行動力を備えている。

　健康の維持・増進と環境衛生に貢献するために
必要な衛生薬学の知識とデジタル社会における基
盤的リテラシーを修得している。

　責任ある薬物治療を実践するための基盤となる
医療薬学、薬物治療の個別最適化を実践するため
の臨床薬学に関する知識を修得している。

　生命の尊厳に関する深い認識をもち、薬剤師とし
ての法的責任を理解し、使命感と責任感、患者・生
活者の権利を尊重する倫理観を備えている。

　薬剤師に求められる専門性を発揮するための科
学的根拠となる基礎薬学の知識を修得している。

生きる力の源となり、多様化・複雑化する社会を
理解するための豊かな教養を身につけている。

　的確な医薬品の供給、状況に応じた調剤、服薬指
導、患者中心の処方提案等を科学的根拠に基づい
て実践する技能を備えている。

　社会貢献とキャリア形成につながる基礎薬学
的な科学技能を備えている。


